
(様式）

学校名 三木市立別所中学校

1 学校教育目標 ４　自己評価方法の適切さについての学校関係者評価

　　　　　　　　　　　　　　夢と感謝の心を持ち　元気よく知・徳・体の力を身につけ　自立してみんなと共に生きる生徒の育成

２　本年度の重点目標

 

３　自己評価結果（達成状況）【　Ａ：達成している　　Ｂ：概ね達成している　　Ｃ：あまり達成していない　　Ｄ：達成していない　】 ５　評価の観点ごとの学校関係者評価

取組(達成）の状況 評価 改善の方策  学校自己評価結果及び改善の方策の適切さについての評価

① ① 　昨年度から本格導入となったタブレットの効果的な活用について、市教委の
研修などを受講するとともに、実際に活用しながら試行錯誤を繰り返してき
た。コロナ禍において、これまで研究してきたペアや班学習などで伝えあい、
教えあう活動が難しい中、生徒間の交流についてもタブレットを活用するなど
工夫を図ってきた。また、電子黒板の活用頻度も上がり、授業で活かせるよう
になってきている。

① 　新型コロナウイルスの感染状況を考慮しながら、生徒間交流を取り入れた授
業改善にも取り組み、さらにタブレットを有効活用し、様々な学習形態で生徒
が意欲的に学習に取り組めるようにしたい。
　また、来年度は小中一貫教育へ向けた実践推進校となり、小学校からの９年
間の義務教育を見通したカリキュラムの編成等に取り組み、別所中学校区の特
色をいかした学びができるように検討を進めたい。

② ② 　国語、数学、英語を中心としたStep Up Time(放課後の補充学習)が定着し、
計画的に進められている。生徒が自主的に参加するなどして、学力の定着に向
け取り組むことができた。
　Jump Up Timeも３年生対象の英語の補充学習として実施し、自主的に参加す
る生徒の姿が見られたが、コロナ禍において実施の制限があり、当初の計画よ
りは実施回数が少なくなった。
　夏季休業中においても補充学習を実施し、基礎学力をつけるための取組を進
めた。

② 　週に１回のノー部活デーでのStep Up Time、３年生対象のJump Up Timeにつ
いては、引き続き実施するとともに、生徒のニーズを確認する中で、より参加
しやすい内容も検討しながら進めていく。
　夏季休業中における補充学習についても、生徒が参加しやすい時間帯等も検
討し、内容的にもより基礎学力定着につながるようなものにしていきたい。

① ① 　小学校との合同研修や教員の交流研修を行い、それぞれの児童生徒が抱える
課題の共有を図った。小中ギャップの解消を目指して、入学説明会では体験授
業を実施し。部活動体験は臨時休校等により実施できなかった。

① 　これまでの小学校６年生と中学校１年生を円滑に接続するという考え方では
なく、生徒指導においても小中一貫教育の考え方である９年間を通した生徒理
解を進めていきたい。

② ② 　毎週不登校対策委員会を定期的に開催し、情報共有とケース検討を行ってき
た。適応教室、学校生活支援教員、スクールカウンセラー、スクールソーシャ
ルワーカー等と連携し対策を進めてきた。しかし、不登校の要因や背景が多様
化するなか、状況が進展しないケースもある。

② 　不登校問題についてはその要因や背景が多様化しており、状況が進展しない
ケースもある。社会的な自立に向けて個々に応じた目標を検討し、様々な情報
を得ながら支援方法を考えていく。また、支援シートを活用したケース会議な
どを行い、更に連携の輪を広げていけるように体制を整えていく。

① ① 　教科書に掲載されている読み物資料を中心に、担任だけでなく各学年の教員
が授業を実施する「ローテーション授業」を実施し、多面的に道徳的な価値観
を考える機会を創ってきた。また、機会を捉えて全校道徳として「震災に学
ぶ」の授業を実施し、各学年の発達段階に応じて震災をテーマとしながら考え
を深める授業を行った。
　長期休業では、生徒が「心かがやく」を家庭に持ち帰って感想を書き、冬休
みには保護者にも感想を書いていただき、家庭との連携にも努めた。

① 　道徳の授業の充実に向けて、教員の授業力向上のため研修を実施し、生徒が
深く学ぶことのできる授業展開を検討する。また、各学年で生徒の実態に応じ
た資料を検討し、選択する。例えば、震災をテーマにした授業であれば、学年
によっては読み物だけでなく資料映像があると、実際に起こったことの悲惨さ
や状況を理解しやすいように感じる。中学校の３年間でどのように震災のこと
を生徒に感じさせたいのか、という見通しを持ったカリキュラムを検討してい
きたい。

② ② 　全校生徒が、いじめ、児童虐待、新型コロナウィルスに関する人権課題、高
齢者問題、障害のある人に関する問題、戦争や平和等について考える機会とし
て人権作文と標語の作成およびポスターの制作に取り組んだ。放送での実施と
なったが、代表が作文、標語を発表する機会を設け、考えを交流した。
　障がい者問題や新型コロナウィルスに関する人権課題、部落差別の歴史等に
ついて学ぶ人権講演会を開催し、生徒・職員が共に学び、どんな状況において
も自分とともに周囲の人を大切にすることについて考えを深めた。さらに、PTA
ハートフル講演会を通して、夢の大切さを考え、今の自分を支えてくれる環境
に対する感謝を再認識した。

② 　今年度は新型コロナウィルスの影響で、講演会や人権作文標語発表会がオン
ライン開催となったが、生徒は講演や生徒の発表を聞きながら、自分事として
捉え、考えることができた。その生徒の感想や思いを発信できたり、交流した
りできる場を設けられれば、さらに考えを深めることができると感じる。
　また、生徒の実態を踏まえ、授業においても今日的な人権課題を取り上げ、
生徒たちが主体的に考える力を育てていく。加えて、自分と他の人を同時に大
切にする行動がとれるように、今後も職員が生徒とともに学ぶ姿勢を大切にし
人権学習を積み重ねていく。

① ① 　特別な支援を要する生徒について情報共有を行うとともに、個別の支援計
画、個別の指導計画を作成し必要に応じてケース会議を行った。また、特別支
援教育指導補助員、スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーの
方々と連携し、それぞれの生徒に応じた支援を行った。

① 　授業内容の習得が難しい生徒に対して、個々の状況に応じた通級指導対応や
特別支援教育補助員の協力を仰ぎ、サポート体制を強化していく。また、学校
生活において支援を要する生徒に対しては見守りや教育相談を行い、個々に応
じた教師の支援の仕方についても研鑽を重ねていく。

② ② 授業の様子から支援を要する生徒に対して交流学級担任が保護者に話をしたあ
と、困っていることや具体的な支援方法について特別支援教育コーディネー
ターが保護者から話を聞いた。

② 配慮が必要な生徒やその保護者への支援を、関係機関とともに迅速に連携して
いき、多様なニーズに応じた教育を充実させていく。特別支援教育に携わるす
べての教員が、子どもが抱えているつまづきや困難について共通理解し、学び
の場における各教科等の学習の充実を図っていく。

① ① 　新型コロナウイルス感染防止のため、思うように活動できない期間があった
が、顧問と生徒との対話を大切にし、共にめざす目標を立てながら活動でき
た。また、休養日を適切に設けた部活動運営が出来ていた。しかし生徒から部
活動の練習時間が思うように確保できないという声もあった。

① 　生徒数減少に伴い、部活動のあり方についても検討する。今年度公式戦に参
加できなかった部活動の運営を学校全体で協議していく。ノー部活デーが増え
たことにより、練習量が不十分と感じる生徒がいることに関して、顧問と生徒
が対話する中で、生徒がより充実感を持つことが出来る部活動を模索してい
く。

② ② 　新型コロナウイルス感染防止のため、例年とは違う形で行ったが、生徒会執
行部主体に生徒自らが行事をよりよくしていこうとする運営が出来た。特に体
育祭では3年生がリーダーとなり、それぞれの団が目標に向けて主体的に努力を
する姿が見られた。

② 　生徒主体の行事の持ち方を今後も続けていく。生徒会執行部だけでなく、そ
れぞれの集団で、生徒が案を出し、それぞれの行事や活動の教育目標に向け
て、教師と共に創っていく生徒会活動をめざす。

① ① 　学級、学年、学校通信等の発行およびホームページの更新により積極的な情
報発信に努めた。新型コロナウイルス感染防止のため、オープンスクール（1
回）、体育祭（オンデマンド）、PTAハートフル・人権講演会、文化祭を開催し
た。

① 　新型コロナウイルス感染防止を進めながら、足を運んで良かったと思える取
組を推進する。保護者や地域の方に積極的に関わっていただくために、参加方
法や広報などの取組を工夫する必要がある。

② ② 　新型コロナウイルス感染防止のため、納涼大会、別所農業祭り、町民文化祭
ができなかったが、別所町まちづくり協議会と協力して２回のクリーンキャン
ペーンを行った。生徒会役員がリーダーシップを発揮し、参加者を募ることが
できており、多くの生徒が自主的に参加できた。

② 　生徒会活動やPTA活動とも連携を図りながら、より多くの生徒が自発的に地域
の行事に参加することが必要である。部活動とも調整を図りながら多くの生徒
が地域行事に参加し、「ふるさと別所」のよさや温かさを認識し、地域に支え
られている学校であることを一層意識付けていく。

① ① 整理整頓された教室環境を維持するため、生徒のロッカーの上に物を置かない,
鞄をロッカーに入れるなどの意識は高い。また、生徒が授業に集中しやすい環
境を整えようとする教職員の教室環境整備に対する意識が感じられる。

① 　教室の整理整頓や教室や廊下の掲示を工夫するなどし、落ち着いた美しい環
境づくりをさらに推進する。教職員が率先垂範して、整理整頓を心がけ、更に
きめ細やかな指導に取り組んでいく。

② ② 時間一杯、分担区域で清掃に取り組むよう指導するとともに、教師も共に清掃
活動を行った。生徒、教職員の教室環境整備の意識が高くなっている。

② 　清掃への取組や物を大切に使う意識を、更に高めていくための指導を行う。
特に美しく整備された環境を維持し、後輩につないでいく責任があるという意
識を持たせることを重視していく。

(１) 確かな学力と進路を獲得する学習指導の充実

  (３) 保護者･地域から信頼される学校

(３) 命と人権を大切にする道徳・人権教育・特別支援
　　 教育の充実

(２) 組織的な生徒指導の取組の展開

関係機関と連携した不登校への取組

(６) 美しく、生活しやすい環境づくり

(５) 保護者・地域との連携

評価の観点 評価項目（取組内容）

放課後等を活用した学力補充

(４) 特別活動における部活動・生徒会活動の充実

生徒指導 Ａ

学力向上のための工夫・研究

小中連携による生徒の問題行動の減少

学習指導

令和３年度　学校評価　学校関係者評価書

夢と感謝の心を持ち　知・徳・体の力をつけ　自立して共に生きる生徒の育成

(２) 安心･安全で、規律ある学校

(１) 子どもたちの挑戦や自己実現を支える学校          

・自己評価および改善の方策は適切である。
　生徒の肯定的評価は高い水準を保っており、しっかり清掃活動、ロッカーや机など
の整理･整頓にも取り組めていることがわかる。
　大規模改修による環境整備により、美しくなった校舎を維持するため、今後も４Ｓ
（整理・整頓・清掃・清潔）の指導に力を入れてもらいたい。そして、美しく安全で
安心して生徒たちが学校生活を送れるように、学校環境の維持をお願いしたい。

Ｂ

Ｂ

・自己評価および改善の方策は適切である。
　今年度はコロナ禍にありオープンスクールは１回の実施にとどまったが、学校通信
（別中ありがとう）、ＨＰ等で積極的に保護者・地域へ情報発信されている。今後も
地域と一緒になった活動の機会を設けるなど、地域に根ざした学校運営、保護者・地
域と連携した教育活動を推進していただきたい。
　地域行事に参加しようという生徒の意識は高い。別所町まちづくり協議会等と一緒
に、地域の行事へ積極的な参加を呼びかけるなど、「ふるさと別所」を愛し、地域の
一員としての誇りと自覚を持たせる指導をお願いしたい。

保護者・関係機関との連携によ る情報の
共有

・自己評価および改善の方策は適切である。
  部活動に関するアンケートでは、生徒･保護者とも肯定的評価が高い水準にある。個
性や能力、人間関係の育成において大切な部活動の充実とさらなる活性化をお願いし
たい。また、適切に休養日が設定されている。心身のリフレッシュや家族とのふれあ
い、地域活動への積極的な参加も期待したい。
　今年度、体育祭は無観客での開催（オンデマンドで動画配信）、文化祭は入場者を
制限するなど新型コロナウイルス感染拡大防止に対応しながらではあったが、生徒を
主体とした学校行事を実施することができた。地域の様々な行事は中止になることが
多く、十分な活躍の場がなかったことは残念である。地域の行事における生徒会の活
動も、地域の活性化や地域との重要なパイプ役を果たしている。今後、良き伝統を継
承しつつ、活気溢れる生徒会活動にするとともに、その活動をさらに積極的に広報し
ていってもらいたい。

支援を要する生徒の理解と支援の充実

通信・HP・懇談会等による開かれた学校づ
くり

心癒される美しい環境づくり

部活動の活性化

生徒の主体的活動に基づく生徒会活動の活
性化

整備された環境の維持管理
（積極的な清掃活動への取り組み）

B

道徳教育の充実

Ｂ

B 

・自己評価の方法は適切である
　自己評価の資料として三者（生徒・保護者・教職員）に実施した学校評価
アンケートの結果を踏まえ、今年度の取組に対する目標達成状況が的確に自
己評価できており、改善の方策においても明確かつ具体的である。
  また、アンケートについての考察も、昨年との比較がなされており、適切
な評価方法であると考える。

・自己評価および改善の方策は適切である。
　学力向上に関するアンケートでの結果は昨年度と大きな変化はないが、数学科での
クラスを二つに分けた少人数の習熟度別指導、英語科での同室複数指導など、コロナ
禍においてできる工夫した指導がなされている。生徒が学力の定着や向上を実感でき
るように、授業形態や学習指導法のより一層の工夫と研究をお願いしたい。
　放課後等を活用した学力補充では、肯定的評価が上がっている。今後も引き続き、
ノー部活デーや長期休業を利用した補充学習を行い、さらにきめ細かな指導で基礎・
基本の学力の確実な定着をお願いしたい。
　授業や家庭学習におけるタブレットの有効的な活用を研究し、個々の生徒がそれぞ
れの課題に対して自主的に学習できるような取組を期待する。また、家庭と学校が連
携した学習習慣の定着化についても、継続した指導をお願いしたい。

・自己評価および改善の方策は適切である。
　規範意識の定着に関するアンケート結果では、昨年度と比べて大きな変化はないが
高い水準を保つことができている。小中連携教育の推進や学校、家庭、地域、関係機
関との連携により、落ち着いた学校生活を送ることができている。
  不登校対策委員会を定期的に開催し、一人一人の実情に応じた対応を行っている。
引き続き、生徒や家庭に寄り添った指導をお願いしたい。多様化する子どもたちの状
況に応じ、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーとともに様々な関係
機関との連携を図りながら、子どもたちが楽しく安心して登校できる状況をつくって
いただきたい。

・自己評価および改善の方策は適切である。
  昨年と比べて、生徒の肯定的評価が上がっている。道徳科の実施にあたり、引き続
き研修や校内での授業研究等を行い、指導方法･指導力向上への研鑽を積んでもらいた
い。また、兵庫県版道徳副読本「心かがやく」の資料を読んで家庭で話し合い、感想
を書いてもらうなど、道徳教育の充実のために家庭と協力した取組ができている。
　人権教育については、生徒･保護者とも肯定的評価が高い水準にある。今年度はコロ
ナ禍にありながらも、オンラインでの人権講演会、放送での人権作文発表会、人権・
ハートフル講演会などを実施し、PTA活動とも連携を図りつつ、人権意識の高揚に取り
組むことができた。
　今後も、中学生という多感な時期であるからこそ、うわべだけでなく、自分を大切
にし、他の人とともによりよく生きようとする態度や実践力を育成する人権教育を、
学校の教育活動全体を通じて推進して欲しい。さらに、いじめやインターネット等に
よる人権侵害を絶対に許さない土壌づくりに、引き続き尽力をお願いしたい。

・自己評価および改善の方策は適切である。
　支援を要する生徒についての情報を教職員が共有し、個別の指導計画、教育支援計
画を作成し、それに基づいたさまざまな取組が行われている。教員、学校生活指導教
員、特別支援教育指導補助員等を含めた支援体制のさらなる充実をお願いしたい。
　引き続き、学校と保護者、関係機関が連携し、一人一人の教育的ニーズの把握、自
立と社会参加を見据えたきめ細かく適切な教育的支援をお願いしたい。そのためにも
関係機関と密接に連携してもらいたい。

地域行事への積極的な参加によるふるさと
意識の醸成（地域 と連携した心豊かな生
徒の育成）

B

　施設・設備の
　改善と維持

　保護者・地域
　との連携

人権意識の向上

特別活動

特別支援教育

道徳・人権教育


